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書
評
﹈
吉
田
茂
樹
著
『
対
話
に
よ
る
文
章
表
現
指
導
の
研
究
　
　
　
―
〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
の
理
論
と
方
法
―
』（二
〇
一
二
年
六
月
一
日　
溪
水
社
）
渡　
辺　
春　
美
　
吉
田
茂
樹
氏
は
、
一
九
九
八
年
一
月
（
一
九
九
七
年
度
）
に
鳴
門
教
育
大
学
大
学
院
に
お
い
て
、
世
羅
博
昭
教
授
の
指
導
の
下
、
修
士
論
文
「
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
生
ず
る
『
読
み
』
の
内
的
過
程
に
関
す
る
研
究
」
を
提
出
し
て
い
る
。
大
学
院
修
了
後
は
、
高
等
学
校
に
あ
っ
て
、
一
〇
余
年
を
か
け
て
「
書
く
こ
と
」
の
内
的
過
程
の
研
究
を
授
業
実
践
に
生
か
す
こ
と
に
努
め
た
。
帰
任
直
後
に
着
手
さ
れ
た
、
基
礎
資
料
と
し
て
の
生
徒
と
教
師
の
対
話
の
「
録
音
・
録
画
・
口
述
筆
記
」
は
一
〇
余
年
に
わ
た
っ
て
集
積
さ
れ
、
研
究
の
深
化
に
生
か
さ
れ
た
。「
書
く
こ
と
」
の
内
的
過
程
の
研
究
は
、
学
習
指
導
に
高
い
有
効
性
を
備
え
た
新
生
の
実
践
理
論
と
し
て
結
実
し
た
。
本
書
は
、
そ
の
成
果
を
体
系
化
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
　
本
書
の
序
章
、
結
章
を
除
く
本
論
部
は
、「
第
1
章　
現
代
の
高
校
生
が
書
く
文
章
の
特
徴
と
課
題
／
第
2
章　
対
話
に
よ
る
〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
の
理
論
／
第
3
章　
対
話
に
よ
る
〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
の
方
法
／
第
4
章　
対
話
に
よ
る
〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
の
実
際
」
の
四
章
で
あ
る
。
　
第
1
章
で
は
、
高
校
生
の
書
い
た
文
章
の
調
査
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
、
話
し
言
葉
の
「
次
は
何
か
を
決
め
て
い
く
方
略
」
を
使
用
し
、
思
い
つ
く
ま
ま
を
逐
次
的
に
（
書
く
こ
と
の
苦
手
な
生
徒
は
話
し
言
葉
で
）
書
く
傾
向
に
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
こ
の
傾
向
の
文
章
は
、
吟
味
す
る
過
程
の
欠
落
に
よ
っ
て
内
言
の
活
動
が
促
進
さ
れ
ず
、
認
識
の
深
ま
り
に
繋
が
る
こ
と
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
認
識
に
繋
が
る
過
不
足
の
な
い
表
現
を
獲
得
し
え
た
満
足
・
達
成
感
も
得
ら
れ
な
い
と
す
る
。
こ
こ
に
今
日
の
高
校
生
の
書
く
文
章
の
実
態
と
そ
の
問
題
点
が
明
確
に
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
　
第
2
章
で
は
、
認
知
心
理
学
他
の
知
見
を
基
に
、
表
現
の
内
的
過
程
の
把
握
と
学
習
者
の
支
援
の
方
法
が
追
求
さ
れ
て
い
る
。
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
手
法
か
ら
は
、
個
と
し
て
の
学
習
者
の
声
に
耳
を
傾
け
、
学
習
者
の
自
立
・
自
律
を
目
指
し
、
対
話
に
よ
る
問
題
解
決
を
図
る
こ
と
の
重
要
性
が
捉
え
ら
れ
て
い
る
。
表
現
指
導
に
関
し
て
は
、
倉
澤
栄
吉
・H
ayes &
 
Flow
er
・
内
田
伸
子
・Bereiter
とScardam
alia
・Bruer
の
先
行
の
知
見
に
学
び
論
を
深
め
て
い
る
。
ま
ず
、
従
来
の
、
主
題
、
構
想
、
叙
述
を
経
て
推
敲
を
行
う
作
文
生
成
過
程
と
は
異
な
る
、
表
現
の
全
産
出
過
程
（
構
想
・
言
語
表
現
・
修
正
）
を
制
御
す
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
機
能
の
重
要
性
が
把
握
さ
れ
る
。
つ
い
で
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
は
、「
プ
ラ
ン
」「
テ
ー
マ
」
の
意
識
化
に
よ
っ
て
機
能
し
、「
読
み
返
し
」
に
よ
っ
て
「
自
己
の
活
動
の
評
価
」
と
「
新
し
い
表
現
の
手
が
か
り
」
を
与
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
書
く
こ
と
が
苦
手
な
学
習
者
を
熟
達
者
に
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、「
何
を
ど
の
よ
う
に
書
く
の
か
」
を
吟
味
す
る
自
己
内
対
話
－ 13 －
を
支
援
す
る
必
要
性
が
捉
え
ら
れ
た
。
加
え
て
、
自
己
内
対
話
の
支
援
の
た
め
に
、
学
習
者
と
指
導
者
が
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
よ
っ
て
思
考
過
程
を
共
有
し
つ
つ
問
題
解
決
に
あ
た
る
指
導
方
法
が
見
い
だ
さ
れ
て
い
る
。
本
章
で
は
、
表
現
の
内
的
過
程
の
把
握
に
基
づ
き
、
高
校
生
の
書
く
こ
と
に
関
す
る
問
題
点
を
打
開
す
る
表
現
指
導
の
理
論
が
「
個
に
即
し
た
支
援
」
に
焦
点
化
さ
れ
て
鋭
角
的
に
追
求
さ
れ
、
そ
の
方
向
性
が
明
確
に
さ
れ
て
い
る
。
　
第
3
章
で
は
、〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
方
法
が
、
実
践
理
論
に
練
り
上
げ
ら
れ
、
実
践
に
よ
っ
て
検
証
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
方
法
は
、「
大
局
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
支
援
」
と
「
概
念
く
だ
き
的
支
援
」
の
二
つ
で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
表
現
活
動
に
お
い
て
〈
停
滞
〉
し
て
い
る
生
徒
に
問
題
解
決
に
あ
た
ら
せ
る
た
め
の
言
葉
が
け
の
方
法
で
あ
る
。
主
に
①
「
ど
こ
が
ぴ
っ
た
り
こ
な
い
の
？
」（
ズ
レ
の
意
識
化
）・
②
「
な
ぜ
ピ
ッ
タ
リ
こ
な
い
の
だ
ろ
う
？
」（
ズ
レ
の
原
因
の
意
識
化
）・
③
「
そ
れ
で
は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
？
」（
対
案
の
生
成
）・
④
「
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？
」
（
対
案
の
評
価
）
と
い
う
言
葉
が
け
で
あ
る
。
後
者
は
、
③
の
対
案
の
生
成
に
お
い
て
、「《
問
い
》
と
し
て
思
考
し
や
す
い
よ
う
に
『
か
み
く
だ
く
』
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
五
Ｗ
一
Ｈ
・
五
感
・
詳
細
化
・
比
喩
・
明
確
化
・
要
約
等
に
よ
る
言
葉
が
け
が
用
い
ら
れ
る
。
両
者
を
用
い
た
指
導
の
有
効
性
が
、
俳
句
の
授
業
に
よ
っ
て
実
証
さ
れ
て
い
る
。
　
第
4
章
は
、〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
方
法
を
取
り
入
れ
た
、
短
歌
・
俳
句
・
作
文
の
授
業
研
究
の
報
告
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
授
業
に
基
づ
く
研
究
は
、
理
論
の
検
証
に
留
ま
ら
ず
、
拡
充
が
図
ら
れ
て
い
る
。
短
歌
・
俳
句
の
授
業
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
不
必
要
（
見
守
り
）・
大
局
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
支
援
・
大
局
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
支
援
と
概
念
く
だ
き
的
支
援
の
三
種
の
支
援
の
有
効
性
が
確
か
め
ら
れ
て
い
る
。
作
文
の
授
業
で
は
、
一
つ
に
は
、
記
述
過
程
に
お
け
る
「
教
師
―
生
徒
」
の
相
互
作
用
が
、
生
徒
に
外
的
な
説
得
活
動
（
教
師
と
の
対
話
）
と
内
的
な
納
得
活
動
（
自
己
内
対
話
）
を
促
し
、
生
徒
の
語
り
た
い
物
語
の
共
創
を
生
み
出
す
こ
と
を
解
明
し
た
。
二
つ
に
は
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
技
法
（
特
に
「
基
本
的
か
か
わ
り
技
巧
」）
を
援
用
し
た
二
つ
の
支
援
方
法
の
効
果
に
つ
い
て
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と
の
共
同
研
究
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
支
援
方
法
の
有
効
性
と
と
も
に
、「（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
的
に
）
援
助
し
な
が
ら
も
（
指
導
的
に
）
制
御
す
る
」
教
師
の
役
割
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。
　
本
書
第
4
章
に
は
、
精
神
的
な
理
由
で
登
校
で
き
ず
、
駅
の
ト
イ
レ
が
落
ち
着
く
場
所
で
あ
っ
た
と
い
う
生
徒
の
短
歌
の
推
敲
過
程
が
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
推
敲
は
「
大
局
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
支
援
」
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。〈
初
稿
〉「
電
車
出
て
走
っ
て
飛
び
込
む
ト
イ
レ
ッ
ト
そ
の
瞬
間
が
幸
福
の
時
」
に
つ
い
て
、「
ど
こ
が
す
っ
き
り
し
な
い
の
？
」「
な
ぜ
？
」
「
何
を
表
現
し
た
い
の
？
」「
ピ
ッ
タ
リ
く
る
の
は
、
ど
ん
な
表
現
？
」
と
言
葉
が
か
け
ら
れ
る
。
生
徒
は
、
ト
イ
レ
に
行
く
原
因
が
、
身
体
的
理
由
で
は
な
く
、
精
神
的
な
「
解
放
」
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
て
い
く
。〈
決
定
稿
〉
は
「
〜
解
放
の
時
」
と
さ
れ
た
。
そ
の
個
別
指
導
の
眼
目
は
、
生
徒
の
「
主
体
的
真
実
」、「
魂
の
叫
び
（
声
）」
と
も
い
え
る
「
解
放
」
と
い
う
表
現
に
出
会
わ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
本
書
は
、
文
章
表
現
指
導
に
お
け
る
〈
個
に
即
し
た
支
援
〉
の
理
論
を
構
築
す
る
過
程
を
、
著
者
と
と
も
に
辿
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
方
法
の
有
効
性
を
教
師
と
生
徒
の
対
話
記
録
に
よ
っ
て
臨
場
感
と
共
に
実
感
で
き
－ 14 －
る
。
私
は
、
本
書
を
読
み
進
め
つ
つ
、
実
践
理
論
の
創
造
の
場
に
参
与
し
て
い
る
高
揚
感
に
し
ば
し
ば
包
ま
れ
た
。
二
つ
の
支
援
方
法
に
よ
る
指
導
の
要
諦
は
、「
作
品
と
し
て
の
価
値
（
芸
術
性
・
文
学
性
）
の
高
さ
や
完
成
度
に
こ
だ
わ
る
こ
と
で
は
な
く
、
生
徒
一
人
一
人
の
思
考
の
筋
道
に
そ
っ
と
寄
り
添
い
な
が
ら
、
内
在
し
て
い
る
言
葉
や
イ
メ
ー
ジ
（
声
）
の
深
化
・
拡
充
を
行
う
こ
と
」
に
あ
る
と
さ
れ
る
。
そ
の
根
底
に
、
生
徒
の
声
に
耳
を
傾
け
、
そ
っ
と
寄
り
添
い
、
対
案
の
生
成
に
む
け
て
共
に
歩
む
、
著
者
自
身
の
姿
勢
が
窺
え
る
。
そ
れ
が
本
書
へ
の
感
銘
を
深
く
し
て
い
る
。
 
（
わ
た
な
べ　
は
る
み
・
京
都
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
女
子
大
学
）
－ 15 －
